
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

インボイスとは登録番号の付

いた領収書や請求書のこと 

無
料
法
律
相
談
会 

 

■ 

４
月
５
日
（
水
）
午
後
２
時
～ 

■ 

民
商
事
務
所 

於 

■ 

東
葛
総
合
法
律
事
務
所 

弁
護
士 

■ 

予
め
、
電
話
予
約
が
必
要
で
す 
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建設国保の加入は民商で 
■ 個人事業で建設業の方が対象です 

■ 保険料は定額制なので安心です 

■ 休業５日以上の場合、補償があり 

■ 医療費が月１７５００円以上は還付 

 

労災・雇用保険の加入を 
● 建設業なら事業主のみでも加入が 

 （大工・左官・管・電気・塗装等） 

● 保険料は年３回の分割払い 

● 他の組合よりも低い手続き費用 

 

 

民商共済会はあなたの味方  
◆会員・配偶者は無条件加入 

◆月１０００円で入院１日３０００円 

◆3 日以上入院で１２０日分まで給付 

◆７５才で長寿祝金（65 未満加入） 
 

登
録
番
号
を
も
ら
う
と
？ 

 

す
で
に
消
費
税
の
申
告
を
し

て
い
る
売
上
が
１
０
０
０
万
円

以
上
の
課
税
事
業
者
は
、
消
費

税
額
の
負
担
に
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
免
税
事
業
者

（
申
告
不
要
）
は
消
費
税
の
申

告
が
義
務
と
な
り
、
多
額
の
消

費
税
の
負
担
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。 

登
録
を
し
た
く
な
い
？ 

 
登
録
す
る
か
ど
う
か
は
本
人

の
判
断
で
す
。
元
請
な
ど
か
ら

の
登
録
強
制
は
独
禁
法
に
抵
触

し
ま
す
。
そ
れ
で
も
登
録
を
拒

む
と
取
引
の
停
止
や
値
引
き
を

求
め
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。 

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？ 

 

売
上
先
（
元
請
等
）
と
よ
く

話
合
い
を
す
る
こ
と
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

  
 

 

経
過
措
置
が
あ
っ
て
、
登
録

を
し
な
く
て
も
３
年
間
は
免

税
事
業
者
と
の
取
引
で
も
８

０
％
（
８
％
）
分
は
課
税
仕

入
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

「
２
％
分
は
値
引
き
を
し
ま

す
」
と
言
っ
て
了
解
を
も
ら

え
る
か
ど
う
か
で
対
応
が
変

わ
り
ま
す
。 

激
変
緩
和
策
っ
て
？ 

 

免
税
事
業
者
が
登
録
を
す

る
と
過
大
な
負
担
と
な
り
登

録
が
進
ま
な
い
等
と
し
て
政

府
は
緩
和
策
を
提
案
。
①
３

年
間
は
売
上
に
か
か
る
消
費

税
の
２
０
％
に
軽
減
。
②
６

年
間
は
売
上
が
１
億
円
以
下

の
事
業
者
は
、
１
万
円
未
満

の
取
引
は
イ
ン
ボ
イ
ス
が
な

く
て
も
課
税
仕
入
控
除
が
可

能
と
な
り
ま
す
。 

  
   

龍
ケ
崎
税
務
署 

■ 

３
月
１
３
日
（
月
） 

９
時
～ 

■ 

集
合 

龍
ケ
崎
市 

多
目
的
広
場
駐
車
場 

■ 

パ
レ
ー
ド
後
、
集
団
申
告 

※ 

控
の
持
参
で
受
付
印
を 

 

土
浦
税
務
署 

■ 

３
月
１
３
日
（
月
） 

８
時
半
～ 

■ 

集
合 

市
民
会
館
駐
車
場 

■ 

パ
レ
ー
ド
後
、
集
団
申
告 

※ 

控
に
は
受
付
印
を 

 

下
館
税
務
署 

■ 

３
月
１
０
日
（
金
） 

８
時
半
～ 

■ 

ア
ル
テ
リ
オ 

■ 

集
会
後
、
集
団
申
告 

※ 

控
に
は
受
付
印
を 

 

県
婦
協
が
研
修
会
開
く 
  

県
婦
人
部
は
２
月
４
日
、
守
谷

市
内
の
施
設
を
会
場
に
研
修
会
を

開
催
。
県
内
の
婦
人
部
役
員
ら
１

２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

柿
沼
県
婦
協
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
山
中
た
い
子
前
県
議
を
講
師
に

国
保
制
度
に
つ
い
て
学
習
。
全
商

連
制
作
の
「
国
保
提
言
２
０
２

２
」
の
紹
介
動
画
も
視
聴
し
理
解

を
深
め
あ
い
ま
し
た
。 

 

後
半
は
「
２
０
２
２
春
の
運

動
」
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
、
松
澤
博

県
連
副
会
長
が
講
演
。
第
２
回
常

任
幹
事
会
決
議
を
読
み
合
わ
せ
、

所
得
税
法
５
６
条
請
願
な
ど
に
つ

い
て
討
論
・
交
流
し
ま
し
た
。 

 
 

3.13 重税反対統一行動 
常
磐
高
速
一
一
〇
キ
ロ
に 

  

茨
城
県
警
は
三
月
二
八
日
か
ら
、
桜
土

浦
Ｉ
Ｃ
と
岩
間
Ｉ
Ｃ
の
区
間
を
普
通
車
な

ど
の
最
高
速
を
一
〇
〇
キ
ロ
か
ら
一
一
〇

キ
ロ
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
を
発
表
。 

 

こ
の
区
間
は
つ
く
ばJ

C
T

と
友
部J

C
T

 

の
間
で
、
交
通
事
故
な
ど
が
起
こ
り
に
く

い
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
区
間
の
拡
大

や
さ
ら
な
る
最
高
速
の
引
上
げ
を
検
討
す

る
と
い
い
ま
す
。 

 

最
高
速
の
引
上
げ
は
、
東
北
道
の
岩
手

県
内
や
新
東
名
の
静
岡
県
内
、
東
関
東
自

動
車
道
で
は
す
で
に
一
一
〇
・
一
二
〇
キ

ロ
で
の
走
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
申
告
の
注
意 

  

昨
年
と
変
わ
っ
て
い
る
部
分

や
注
意
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
の
で
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

● 

確
定
申
告
書
第
二
表
の
上

部
の
、
申
告
書
の
前
の
部

分
が
空
白
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
「
確
定
」

と
記
入
し
ま
す
。 

● 

社
会
保
険
料
や
生
命
保
険

料
な
ど
の
支
払
保
険
料
の

欄
の
右
の
欄
に
も
同
じ
金

額
を
記
入
し
ま
す
が
、
年

金
な
ど
源
泉
徴
収
票
に
記

載
の
あ
る
も
の
は
空
白
の

ま
ま
に
な
り
ま
す
。 

● 

医
療
費
控
除
で
は
、
医
療

費
の
明
細
書
が
送
付
さ
れ

て
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
自

己
負
担
額
の
金
額
が
一
円

単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
の
支
払
額
は

自
分
が
受
け
取
っ
た
領
収

書
の
金
額
と
な
り
ま
す
。 

● 

ひ
と
り
親
控
除
と
寡
婦
控

除
は
複
雑
で
す
。
寡
婦
控

除
は
離
別
と
死
別
、
扶
養

の
有
無
、
所
得
５
０
０
万

以
下
・
超
で
適
用
が
変
わ

り
ま
す
。 

  


